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が生じている o したがって今後都市住民における健康問題が一層重要になってくると考えられる。 1992年のタイにお








バンコク都南部に人口 14.5万のパンコレム区があるが， この区の東側 3 分の 2 をしめるのが人口5.6万のパンクロー
準区である。対象はこの準区の地域の住民である o 1993年における総世帯数は2518戸，人口総数は9131人で， この地
域においてはバンコク都立ヘルスセンター 18の保健婦が隔年毎に悉皆戸別訪問し，住民の氏名，性，年齢，住居，家
族，社会的状況などのききとり調査を施行しているo 本調査をもとに，さらに本研究ではそのなかから 15歳以上の住
民の13%を無作為抽出し対象として， 1994年 6 月 18 日から同年 7 月 15 日の間にヘルスボランティアが戸別訪問し，
709名の住民について血圧，身長，体重測定および健康習慣に関するききとり調査を施行した。
大阪府 S市では市民健診を集団方式の市民総合健診と個別方式の医療機関委託方式の 2 方式によって実施している。








X 2 検定を用い，有意水準を P <0.05 とした。
【成績】









飲酒者の割合はバンコクの住民において男性44.5%，女性10.7%であり，大阪の住民ではそれぞれ64.6% ， 17.0% 
であった。バンコクの住民において飲酒者の割合が低かった。

















住民の氏名，性，年齢，社会的状況などのききとり調査を施行している o 本調査をもとに，さらに本研究では， 15歳
以上の住民の13%を無作為抽出し， 1994年 6 月から 7 月の聞にヘルスボランティアが戸別訪問を行い， 709名の住民
について，血圧，身長，体重測定および健康習慣に関するききとり調査を施行した。大阪においては，府下の S 市の
市民総合健診を受診に訪れた 18歳以上の市民を対象に， 1994年の 5 月から 6 月の週日 8 日間に生活習慣のききとり調
査を行った。受診者総数は3195人でそのうちアンケートの回答を得た者は， 3074人であった。このうち 18歳から69歳
の住民を対象に分析を行い，以下の結果を得た。
バンコクの住民における高血圧者の割合は，男女とも大阪の住民より高値であった。またバンコクの住民において，
肥満者の割合は大阪の住民より高値であり，肥満のある住民では肥満のない住民と比べて高血圧者の割合が高値であっ
た。また，生活習慣に関しては，ノインコクの住民は大阪の住民と比べ，飲酒および20本以上の喫煙の習慣を有する者
の割合が低率であった。
内ベ
U
以上の結果より，バンコクの住民における高血圧者の割合が高い要因として，肥満者の割合が高いことが関与して
いると考えられた。本研究は，今後のバンコク住民の高血圧対策として肥満防止のための健康教育の充実が重要であ
ること，また健診などの実施により，血圧測定の機会を増やす必要があるということを明らかにした点で貴重であり，
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